


操作方法については、同封の小冊子をご参照いただくか、
 以下のウェブサイトをご覧ください。

押し込み時：
防水性あり

引き出し時：
防水性は確保されません



3. リューズを［0］の位置まで押し戻します。

※24時間針は、12時間針（ホームタイム）と
    連動して動きます。

1. 秒針が12時位置に来たとき、リューズを［2］の
  位置（2段目）まで引き出します。

2. 12時間針、24時間針、分針を確認しながら、
  リューズを回してホームタイムに合わせます。





これにより、ローカルタイム用時針が文字盤上で示す
ロンドンの時刻と、同じ針がベゼル上で示すバンコクの
時刻を、ひと目で確認できます。

さらに、ホームタイム用12時間針（B）を別の
地域の時刻に設定しておけば、合計3つの
タイムゾーンを表示できます。



スタート ストップ リスタート

ストップリセット

スタート ストップ リセット



 ボタンAを押して、ストップウォッチ針を
ゼロ位置に合わせます。

※ボタンAを押し続けると、針を早送りできます。

ストップウォッチ針の
位置調整

クロノグラフ針の
ゼロ位置

ストップウォッチをリセットしてもストップウォッチ針が
ゼロ位置に戻らない場合、または電池交換後は、
次の手順を行ってください。

※ストップウォッチ針が12時位置（ゼロ位置）へ戻ってい
る途中では、リューズを通常位置に戻さないでください。
途中でリューズを戻すと針がその位置で停止し、その位置
が12時位置（ゼロ位置）として記憶されます。

 ストップウォッチ針をゼロ位置に合わせたら、
通常の時針と分針を正しい時刻に合わせ直し、
リューズを通常位置まで押し戻します。

 ストップウォッチ針の
ゼロ位置
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